


序 文

堰の 上遺跡発掘調査報告書をこの度矢吹町文化財調査報告書として刊行することにな

りま した。

遺跡 は矢吹町の西側大信村との境界 に位置 し、東北自動車道矢吹イ ンター西側の山林

32haを 東京都泰斗建設㈱ より工業団地分譲地造成の計画があり調査 しま した。

調査 に当 っては、 日本考古学協会会員国士館大学文学部 戸田有二先生に依頼 し、調査

員 ・多 くの地元作業従 事者 の献策的なご協力により事業を遂行することができました。

今回 の調査では、縄 文式土器及び土坑群並びに溝跡が発見されました。

遺跡 は、発見された遺構や石器類及 び縄文式土器の特徴か ら、縄文時代か ら中世の も

のと推察 されます。

今後 も町 として文化財について一層の ご理解とご協力をお願いする ものであります。

最後 に担当者の戸田先生 、特に執筆 に御協力をいただいた矢島俊雄先 生、調査 に御協

力 くだ さいました調査 員、地元調査協力者 、更 に関係者の皆さまに感謝 申 し上げると共

に、この報告書が今後 の調査、研究 にご活用いただければ幸いに存 じます。

平 成3年3月

矢吹 町教育 委員 会

教育長 坂 本 迪 郎



凡 例

1． 本報告 書は、矢吹町堰の上遺跡発掘報告 書である。

2． 本調 査は、工業団地分譲地造成に係り緊急 調査を実施 した。

3． 発掘 調査 は、矢吹町教育委員会が実施 した。

発掘担 当には、戸田有二が当 った。

4． 本報告 書作成にあた り、その整理作業 は、戸田有二、高井剛、植田和子、戸 田万季が、 また執

筆、編集 にあたっては、戸田有二、矢島俊 雄が行なった。

5． 本報告 書の執筆、編集の 責任は担当者の 戸田有二にあり、発行の責任は、矢吹町教育委員会が

負 うものである。

6． 発掘 調査によって得 た資料 および記録 は、すべて矢吹町教育委員会が保管 して いる。



調 査 要 項

遺 跡 名 堰の上遺跡

所 在 地 福島県西 白河郡矢吹町堰の上259－20、304－1、304－2

調査主体 矢吹町教育委員会

調査期間 平成2年3月12日 ～平成3年3月20日

調査 組織 担 当 者 戸田有二 （日本考古学協会会員）

調査指導 矢島俊雄 （日本考古学協会会員）

調 査 員 高井 剛 （現場担 当主任）

〃 植田和子 （資料整理担当者）

〃 戸田万季 〃

協 力 者 芳賀良文 、吉田 甲、小松晋逸、矢部 久、星 キクノ、十文 字重次

芳賀タツ ヨ、星 カツ 子、阿部 タ ミ、鵜川マサ 、小磯テル子 、井 上ミヤ

角田フチ イ、遠藤キ ミ子、星 ミネ、星善太郎 、星 ケサ、芳賀 ヨシノ

小磯 イネ

事 務 局 矢吹町教 育長 坂本迪郎 、 教育次長 大木 豊

社会教育係 ・主幹兼係長 遠 藤 大、 主査兼社会教育主事 阿部正人

主査 福島静子 、 社会教育指導員 佐藤 隆

学校教育係 ・主幹兼係長 須藤 修平、 主任 主査 渡辺 要子

主査 藤田忠晴 、 主査 鈴木 の り子、 主事 国井淳一

中央公民館長 星圭之助

前矢吹町教育長 円谷行雄

前社会 教育係主事 熊田真 由美

前学校教育係主査 佐藤寛 子
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I歴 史 的 環 境 と 遺 跡 の 位 置

1． 歴 史 的 環 境

大化前代 の東北地方南部 （福島県）は信夫国造 ・阿尺国造 ・石背国造 ・白河国造 ・浄田国造 ・染

羽国造 ・道尻岐閇国造 ・石城国造 ・道奥菊多国造 ・道口岐閇国造 など、10前後の国造支配によって

統治されて いた といわれて お り、同じ東北地方で も北部と比較 して大化前代 より中央の大和朝廷 と

の交流が盛んであったよ うで あ る。大化の改新による国郡制 の設置 によりこうい った大化前代の国

道支配圏 はそれぞれ陸奥国の郡 としての行政区画に改め られて行 くものであった。大化の改新後律

令制社会を形成 し、新 しい技術 の発展など目ざま しく、特 に新開地 の開拓は東国をその基盤として

「道奥国」に多 く向けられ た。 こういった中で大化 の改新 より73年 後養老2年5月2日 には、

とあり、能登国、安房国 など とともにこの年陸奥国南部大 平洋側 の石城 ・標葉 ・行方 ・宇太 （多）

・日理の五郡 と常陸国北部の 多珂郡より201烟 を割 いて菊多郡 と し合計6郡 か ら 「石城国」を、そ

して同 じく陸奥国南部内陸部 よ り白河 ・石背 ・会津 ・信夫の五郡 を分離 させ 「石背国」が、それぞ

れ独立 した行政区画の国 とな ったことを示す ものである。 しか し神亀5年4月11日 には、

といった記事がみ られ る。この記事はこの年新たに白河軍団 を設置 し丹取軍団を改めて玉作軍団

としたという内容 のもので あるが、ここで 「陸奥国云々白河軍団 」とあ り、養老二年に陸奥国 より

独立 し、 白河郡始め五郡 と して石背国が設置 され、10年後の神亀5年 にすで に白河軍団 は陸奥国 と

ある。つ まり設置された石背 国は10年以内でまた もとの陸 奥国 に属すわけである。 さらにこれを決

定的にう らづ ける記事が この40年 後の神護景雲3年 の記事 に見 られる。 この記 事は陸奥国内の人達

に姓を賜 わったことを記載 した ものであるか、 「陸奥国白河郡 人外正七位上丈部子老以下、標葉郡

人正六位上丈部賀例努 、安積 部人外徒七位下丈部直継足、 信 夫 郡 人外 正六位丈部大庭、会津郡人

外正八位下丈部庭虫、磐城郡 人外正六位上丈部山際、 日理郡人下徒七位上宗何部池守、白河郡人外

正七位下靱大伴郡継人、行方 郡人正六位下大伴部三田、宇 多郡人外正六位下吉弥侯 部文知」など、

旧石城国 では菊多郡を除 く石城 ・標葉 ・宇多 ・行方 ・日理の五郡 と旧石背国 に属 した白河 ・磐瀬 ・

会津 ・安積 ・信夫五郡 はすべて陸奥国となってお り、この時期 には石背の国のみで はな く、岩城の

国 も陸奥国 の行政区画に くみ入れ られていた ことがわかる。古 代石城国が養老2年 より後、各郡が

正史で陸 奥国の行政区画 に組み込まれた形で記載 された最 も古 い ものが この神護景雲3年3月13日

の記事で あるので、は っき りいつ陸奥国になったのかは明確 ではないが、石背国 については少 な く
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て も神亀5年 以前に陸奥国 とな って いたことは 「新置白河軍団 」云 々の記事で推測できる。

このよ うに古代白河郡を含め たこの地域 は陸奥国に属 していた ものであるが、八世紀前半代の約

10年程 は石背国 となって機能 した時代 もあった。 また古代白河郡 の設置は大化の改新後まもな く陸

奥国の設置 に伴 って東国と境 した最南端 に置 かれ たものである。 もちろん大化前代 の白河国造 の支

配圏がその まま郡としての行政区画 に組み込 まれ るものであった。その範囲 は現在 の東は古殿 町、

西は西郷村 、南が茨城県久 慈郡大子町、北 は平 田村にわたる。 当時 としては陸奥国最大規模を誇 る

大郡であ り、現在の18市 町村を含めた広い地域 にわたるものであ った。和名抄 によるならば当時の

白河郡 には小野 ・白川 ・大村 ・丹波 ・松田 ・入野 ・鹿田 ・石川 ・長田 ・松田 ・小野 ・藤田 ・屋代 ・

常世 ・高野。依上の16郷 が見 られる。また前述 の白河軍団であるが神亀5年4月11日 （728） の記

事は陸奥国 における軍団の記事 としては最 も古 い時代のものであ る。軍団は令制 によって全国に設

置 された古代 の軍隊であるが、大団 （千人以上 ）、中団 （六百人以上）、小団 （五百人以下）か らな

り、これ らの軍団はそれぞれの国に於ける三郡 またはそれに近 い数の郡、一単位 と して組織 される

ものである。 また軍団の兵士 は戸の正丁三人 に一人の割合で出 した ものである。 養老3年 （719）

の軍団の制 では大団に大毅一人、小毅二人、中団で大毅、小毅 各一人、小団で毅 一人とそれぞれ定

められてい るが、 これ らに は地方豪族が任 についた。また軍団の兵士は、その勤務 が団別に十番に

分け られ交替で軍団に十 日づつ 出勤す るとい う形をとったもので ある。白河軍団 が設置されるのは

神亀5年 （728） のことであ るが、その後の白河軍団に関連 した記事では弘仁6年 （815）8月23

日の大政官符 に次の様な記 事が見 られる。

が、この記 事である。これによると、弘仁年間陸奥国内には名取団 ・玉造団 ・白河団 ・行方 団 ・

安積団 ・小 田団が存在 し、 いずれも兵士千名以上 をかかえる大 団であったことが うかがえる。ちな

みにこの うちの安積軍団 ・行方 軍団 ・白河軍団 は現在の福島県 内に設置 されたものである。また こ

の段階で は県 内の軍団は三カ所であるが、その後仁明天皇承和15年5月13日 の記事 か ら、新に磐 城

軍団の設置 があったことを うかがえる。 この様 に白河郡には神 亀5年 に白河軍団 が設置 されるが、

白河郡 内のどこに位置 して いたのか現在 その推定 は明瞭でない。

一方 矢吹町 内に於ける遺跡 の分布は確認 されているもので約90カ 所以上あり、その他確認されて

いないものを含めると130カ 所以上に及ぶ もの と考え られ る。 古代白河郡内で のこの地域は最北端

に位置 し岩瀬郡 と隣接する場 所に位置づけ られ、南側は古代白河郡衙の設置された泉崎村とも接す

る。現在 の矢吹町は町域の西側を東北自動 車道 とJR東 北線 が通過 し町域は東側 を北流する阿武隈川

で、南側 は泉崎村から蛇 行 して東流 し、阿武隈川 に注 ぐ泉川で、西は隈戸川で それぞれ区画 されて

いる。町 内の遺跡の分布は東側で北流する阿武隈川西岸の地域 と、南側で東流 する泉川北岸及び西
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側を北流 する隈戸川の西 岸地域のほぼ三カ所に集中 して確認されている。これ らの分布す る遺跡の

うち阿武隈川西岸の三城 目陣ケ岡遺跡及び成田遺跡は旧石器の標式 となる成田型刃器 の出土 する遺

跡と しても有名である。 また古墳時代では泉崎の南岸の地域 で古墳時代前期の円墳 が多く築造 され

ている。一方歴史時代 の遺跡 としては特に生産遺跡 として古代 白河郡衙及び古代石背国府の付属寺

院跡に屋瓦を供給 したカニ沢瓦窯跡 もある。 こういった歴史地理的環境の中での堰 の 上遺跡の位置

は隈戸川西岸に集中 して営 なまれた遺跡群の 一つであ る。

2． 遺 跡 の 位 置

堰 ノ上遺跡は福島県西 白河郡矢吹町字堰 の上259－20、303－1、304－1、304－2地 内に位

置す る縄文時代早期及 び前期 を中心とした遺跡 である。矢吹町 は北側で鏡石町と西側で隈戸川を境

に大信村 と、南側で泉崎村 と東側で阿武隈川 を境 に玉川村 とそれぞれ接 し福島県 では中通 り地方の

南部に位置する。町内は南 が泉川、東は阿武隈川、西は隈戸川 にそれぞれ囲まれた立地条件にあり

遺跡は これ らの河川の沿岸 に集中する。堰 の 上遺跡はこれ らの河川の沿岸に集中す る遺跡のうち、

町内西部を東流す る隈戸川北岸 に営まれた ものである。この遺跡に隣接 して周辺 にはその年代は明

瞭でないが三尊来迎浮彫を もつ山王供養塔 、同 じく阿弥陀湯供養塔、昭和45年 度東北 自動車道建設

に伴な って発掘調査の実施 された狐石A遺 跡 （奈良 ・平安時代の集落跡）、同 じく奈良 ・平安時代 の

集落跡 である井戸尻遺跡、 土師器散布地で ある笹 目平遺跡、縄 文時代後期の狐石B遺 跡、中世城郭

では大和 久城跡 ・笹 目平館跡 などがある。堰の 土遺跡は大和久城跡の西側に位置す る。遺跡は丘陵

上に営 まれた ものであ るが、 この丘陵は、標高320m台 の ほぼ東西方向に発達 した低丘陵である。

丘陵の上面 はいくぶんか平味 をおび、尾根状 に北西方向か ら南東方向に発達す る。遺跡はこの尾根

上に営 まれたものである。

II遺 構 と 遺 跡

標高320m程 の尾根 上に、遺構の確認を 目的 とし南東方向か ら北西 方向に向けて1本 の トレンチと

さらに これ に交叉させた南西方向から北東方向にかけての トレンチを合計6本 設定 した。 トレンチ

の巾は いずれ も2mで ある。試掘調査の結果 この尾根 上での遺構の検出は南東の 第1ト レンチ内で

土坑及び溝跡が確認され、 この場所では 土器及び石器の散布量が比較的多か った。 さらに北西方向

に於け る10・11・12・13ト レンチ内でも 土坑及び 土器 ・石器の出 土が確認された。以上の様にこの

尾根上に於ける トレンチ調査 の結果、遺構の存在が確認できたのは尾根の南東地区 と北西地区であ

った。 したが って発掘調査 は この地区を対象 として実施 した。 この うち南東地区をA地 区 とし、北

西地区をB地 区とした。
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平 面 図

Fig．2堰 ノ上遺跡地形図
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1、 遺 構A地 区

尾 根 上 の南 東端 に位 置 し、巾約20m×100mの 区域 で あ る。 この地 区 で は16基 の 土坑 と溝 跡1条

が 確 認 さ れた。

1号 土 坑 （Fig．5）

長 径1．05m× 短 径0．85m、 深 さ約30cmの 楕円 形 に近 い 平 面を もつ 土 坑 で あ る。

2号 土坑 （Fig．4）

1号 土 坑 の北 側 に位 置 す る。長 径 約3．35m、 短 径1 ．9m、 深 さ約1mの 長 方 形 に近 い 平 面 を も っ

た 土 坑 で ある。側 壁 は 上 面で 外傾す る が 下部 に行 くに した が って直立 す る。 ま た 上面 は不 定 形 に 近

い平 面 を もつが 底 面 は や や長 方 形に近 い 平 面 を もつ。 床 面 は ローム その もの でか た い。 床 面 に は 中

央 よ りや や 右寄 り に径18cm、 深 さ20cmの ピ ッ ト及 び 、 中 央 よ り左 寄 りに 径25cm、 深 さ30cmの ピ ッ ト、

さ らに 北 側壁 に 、長 径35cm、 短経20cm、 深 さ25cmの ピ ッ トが それ ぞれ 穿 た れ て い る。内 部 の 埋 積 土

層 は 黒色 土 一 層で あ る 。

3号 土 坑 （Fig．6）

1号 土 坑の 東側 に 位 置す る。長 径2 ．7m、 短 径1．8m、 深 さ0．6mの 楕 円 形 に近 い平 面 を も った

土坑 で あ る。

4号 土 坑 （Fig．7）

2号 土 坑の北 側 に 位 置 す る 。長 径3m× 短径1．8m、 深 さ1 ．2mの 楕 円 形 に近 い平 面の 土 坑で あ

る 。 側 壁の 立 ちあ が りは 上 面が わず か に 外 傾 し、下 部 で 直 立 ぎみ とな る。 床 面 は ほぼ平 で 、 中 央 よ

り右 に寄 った場 所で 径20cm、 深 さ25cmの ピ ッ トが2個 穿 た れ て い る。

5号 土 坑

最 南 端 に位置 す る 。 長 径2．1m、 短 径1．8m、 深 さ0 ．8mの 円形 に近 い 平 面 を も った 土坑 で あ る。

6号 土 坑 （Fig．8）

7号 土 坑の 南側 に位 置す る。長 径 約2 ．2m× 短径2m、 深 さ約0．5mの 円 形 に近 い 土坑 で あ る。

7号 土 坑 （Fig．10）

6号 土 坑の 北側 に 位 置す る。 長径3．7m× 短径 約2．7m、 深 さ約30cmの 楕 円形 に近 い 不 定 形 土坑

で あ る 。床 面 は ロ ーム そ の もの で ほぼ 平 で あ る。床 面 に は 長 径27cm× 短 径38cm 、 深 さ約10cm、 長 径

25cm× 短 径20cm、 深 さ10cm、 長径50cm× 短 径43cm、 深 さ20cmの ピッ トが 合 計3個 認 め られ た 。
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8号 土坑 （Fig．9）

9号 土 坑 の 南 側 に位置 す る。 長 径3m× 短 径1．85m、 深 さ45cmの 楕 円 形 に近 い平 面 の 土坑 であ る 。

9号 土坑 （Fig．11）

8号 土坑 の 北 側 に位 置す る 。 長 径4．35× 短 径3．25m、 深 さ約35cmを 計 る。 土坑 と い うよ りむ しろ

竪穴 状 遺構 に近 い もので あ る 。 床 面 は ロ ーム その もの で ほぼ平 で あ る。 側壁 は直 立 せ ず 外傾 して立

ち あが る 。床 面 に は ピッ トら し き痕 跡 はな い。 埋 積 土 中 には床 面 近 く よ り焼 土 の 痕 跡 が 小 量で あ る

が 認 め られ た 。

10号 土 坑 （Fig．12）

9号 土坑 の 北 側 に位 置す る。 長 径3．1m× 短径2．8m、 深 さ80cmの 方 形 に近 い 不 定 形 平 面の 土坑

で あ る。

11号 土坑 （Fｉg．13）

長 径2．55m× 短 径2．5m、 深 さ40～50cmの 円 形 に近 い不定 形土 坑 で あ る。

12号 土坑 （Fig．14）

4号 土 坑東 側 に位 置す る。 長 径2．6m、 短 径1．3m、 深 さ25～30cmを 計 る楕 円形 に 近 い長 方形土

坑 であ る。

13号 土 坑 （Fｉg．15）

2号 土 坑 の 南 側 に位 置す る。 長 径1．25m× 短 径1．11m、 深 さ0．26mの 円形 に近 い 土 坑で あ る。

14号 土坑 （Fig．18）

7号 土坑 の 北側 に位 置す る 。 長 径2．15m× 短 径0．8～1．2m、 深 さ10～15cmの 長 楕 円 形に近 い不

定 形土 坑 で あ る。

15号 土 坑 （Fig．17）

2号 土坑 の 北 側 に位 置す る 。 長 径1．8m× 短 径1．5m、 深 さ0．22mの 円 形 に近 い 不 定 形 土坑 で

あ る。

16号 土 坑 （Fig．16）

15号 土 坑 の 北 側 に位 置す る。 長 径1．76m× 短 径1．46m、 深 さ0．2mの 楕 円形 に 近 い 不 定形 土坑で

あ る。
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2、 遺 構B地 区

尾 根 上 の 北西 部 に位 置 し、 調 査 範 囲は50m×50mの 区 域 で あ る。 この 地 区で は33基 の土 坑 が

確 認 され た 。

1号 土 坑 （Fig．20）

30号 土 坑 の東 側 に位 置 す る。 短 径2．9m× 長 径5．9m、 深 さ約40cmの 不定 形 平 面 を も った土坑 内

中 央 には 短径1．1m× 長径1．3m、 深 さ約30cmの 掘 り込 みが 認め られ 内部 には 礫 が 集 石 され て い る。

3号 土 坑 （Fig． ）

1号 土 坑の 北 側 に 位 置 し重 複 す るが 、1号 土 坑 に切 られ て い る。 残 存 す る土 坑で の 長 径 は1．7m×

短径1．2m、 深 さ10cm程 の 不 定 形 土 坑で あ る。

5号 土 坑 （Fig．29）

20号 土 坑 の 南 側 に位 置 す る 。 短 径1．9× 長 径4．6m、 深 さ10～15cmの 南北 に長 い不 定 形 土坑 で あ

る。 床 面 に は北 側 に3個 、 南側 に1個 の ピ ッ トが 認 め られ る 。

6号 土坑 （Fig．30）

22号 土坑 の 南 東端 と切 り合 っ て い るが 、22号 土坑 を切 って い る 。 短 径0．8m× 長 径1．1m、 深 さ

約10cmの 長 方 形 に近 い が不 定 形 土 坑 で あ る。

22号 土坑 （Fig.30）

南 東端 で6号 土 坑 と重複 す るが 、6号 に切 られ て い る。 短 径3．25m× 長径4．4m、 深 さ0．6mの

不 定形 土 坑 で あ る。 南側 、東 側 、西 側 に合 計7個 の 大小 ピ ッ トが 認 め られ る。

7号 土 坑 （Fig． ）

8号 土坑 と 隣 接 して 北側 に 位 置 す る。 底 面で の 径 約1 ．3mの 円 形 平 面を も った フ ラス コ状 ピ ッ ト

であ る。床 面 は ロ ーム その もの で か た く 、ほ ぼ平 で あ る。 ま た床 面 に は径7～15cmの ピ ッ トが合 計

8個 穿 たれ て い る。

8号 土 坑 （Fig． ）

7号 土 坑 の 北 側 に位 置す る。 長 径2．1m× 短径1．9m、 深 さ40～50cmの 南 北方 向 に長 い不定 形 土

坑 で あ る。 床 面 は ローム その も の で ほぼ 平で あ る。
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10号 土 坑 （Fig．23）

11号 土 坑 の南 西 に位 置す る。 長径2．4m× 短径1m、 深 さ 約65cmの 東西 に 長 い 不定 形 土 坑で あ る
。

床 面 は ロー ム その もの で ほぼ 平で あ る。

11号 土 坑 （Fig．24）

10号 土 坑 の北 東 に位 置す る。 長 径1．8m× 短径1．1m、 深 さ20～25cmの 東 西 に 長 い不 定 形土 坑 で

あ る 。 床 面 中央 より やや 東 よ りに 長径40cm× 短径30cm、 深 さ5cm程 の 掘 り込 み が 認 め られ る。

12号 土 坑 （Fig．28）

33号 土坑の 北 側 に位 置す る。 長径3．65× 短 径1．03m、 深 さ0．11mの 東 西 方 向 に長 い 不定 形 土 坑

で あ る 。 床面 は ロー ム その もの で若 干 の 凹 凸が 認め られ る 。 土坑 内 西 側で4個 、 東側 で1個 の ピッ

トが 認 め られ る。

14号 土 坑 （Fig．27）

13号 土坑の 東に 位 置す る 。長 径2．17m× 短径1．64m、 深 さ0．11mの 不 定 形 土 坑 で あ る。

15号 土 坑 （Fig．25）

14号 土 坑の 南 東側 に位 置 す る。長 径1．04m、 短 径0．88m、 深 さ約0．13mの 楕 円 に近 い 不定 形 土

坑 で あ る。

20号 土 坑 （Fig．32）

5号 土 坑 の 北側 に 位 置 す る。長 径1．05m× 短径0．8m、 深 さ20cmの 不定 形 土坑 で あ る。

21号 土 坑 （Fig．31）

5号 土坑 の 西側 に位 置 す る 。長 径1 ．4m× 短 径0．45m、 深 さ0．08mの 不 定 形 土 坑 で あ る 。土

坑 内 西 側 壁 で 径12～15cm、 深 さ5～10cmの ピ ッ トが3個 認 め られ る。

23号 土 坑 （Fig．33）

24号 土坑 の南 側 に位 置す る。 長 径1 ．52m× 短0．87m、 深 さ0．1mの 不定 形 土坑 で あ る。

24号 土 坑 （Fig．35）

23号 土 坑の 北 側 に位 置す る。 長径1．89m× 短 径1．58m、 深 さ0．15mの 不 定 形土 坑 で あ る。

25号 土 坑 （Fig．34）

B地 区 南側 コー ナ ー付 近 に位 置す る が 、 東側 は未調 査 区で あ るた め全 体 を 把握 して いな い。 残 存
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す る場 所 で 長径1．3m× 短 径1．05m、 深 さ約10cmの 東 西 に長 い不定 形 土坑 で あ る。

26号 土 坑 （Fig．36）

7号 土 坑の 北東 に位 置す る。 長径1．7m× 短径1．3m、 深 さ0．08～0 ．1mの 不 定形 土坑 で あ る 。

北側 で 長 径0．6m× 短 径0．45m、 深 さ8～10cmの 落 ち込 み が 認 め られ る。

27号 土 坑 （Fig．37）

28号 土 坑 の 北西 に 位 置 す る。長 径1．1m× 短径0 ．7m、 深 さ8～10cmの 南 北 方 向に 長 い不 定 形土

坑で あ る 。

28号 土 坑 （Fig．38）

27号 土 坑 の東側 に位 置 す る。長 径1．17m× 短 径1．07m、 深 さ0．14mの 円形 平 面 に近 い土坑 で あ る。

29号 土 坑 （Fig．40）

28号 土 坑の 東側 に 位 置 す る。 長径1．05m× 短 径0．9m、 深 さ0．16mの 楕 円 形 に近 い不定 形 土 坑 で

あ る 。

30号 土 坑 （Fig．39）

1号 土 坑の 西に 位 置 す る。 長 径1．27m× 短 径1．18m、 深 さ0．1mを 計 る 円形 に 近 い不 定 形 土 坑 で

あ る。

31号 土 坑 （Fig．41）

27号 土 坑の 北東 側 に 位 置 す る。長 径1．53m× 短 径1 ．3m、 深 さ0．22mを 計 る不 定 形土 坑 で あ る。

32号 土 坑 （Fig．42）

11号 土 坑の 西側 に位 置 す るが 北側 は未 調 査 区で あ るた め 全 体 は把握 で きな い 。 残存 す る部 分 で 長

径1．4m× 短径0．95m、 深 さ0．21mを 計 る不 定 形土 坑 で あ る 。

33号 土 坑 （Fig． ）

12号 土 坑 の 南側 に位 置 す る。長径1 ．72m× 短径1．57m、 深 さ0．25mの 楕 円 形 に 近い不定 形 土 坑 で

あ る 。

3、 出 土 遺 物

A地 区 ・B地 区 と も縄 文 時代 の土 器 を 主 体 とす る遺 物 の 出 土が あ った 。 以 下 、地 区別 に 主 な遺

物 の 観 察 結 果を 一覧 に して まとめ た。
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A地 区 出 土 土 器 観 察 表 （Fig．45）
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A地 区 出 土 土 器 観 察 表 （Fig．54）
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（Fig．47・48）
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A地 区 遺 跡 出 土 土 器 観 察 表 （Fig．47）
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A地 区 遺 跡 出 土 土 器 観 察 表 （Fig．48）
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B地 区 出 土 土 器 観 察 表 （Fig．49）
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B地 区 、1号 土 坑 遺 跡 出 土 土 器 観 察 表 （Fig．49）
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A地 区 出 土 石 器 観 察 表 （Fig．43・44）

B地 区 出 土 石 器 観 察 表 （Fig．44）
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印は
同一石質
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ま と め

堰 ノ上 遺跡A地 区及びB地 区出土遺物の うち、弥生時代以前 の ものと考え られ る遺物についての

若干のま とめを記 したいと思 う。

1． 出土土器 について

出土土 器は、縄文時代早期か ら弥生時代後期 にまで及ぶ。縄文時代の土器 は、稲荷台式に比定

される土 器 （A地区1） が最 も古 いが、大部 分は早期末葉の田戸上層式か ら茅 山上層式に比定 さ

れる時期 （条痕文系土器群）のものである。縄文時代前期の浮島式、弥生時代後 期の天王山式に

比定 される土器の出土 もあ り注 目され る。

条痕 文系土器群では、条痕文を地文と して口縁部などに刻み 目文が施文 される土器 （A地区 な

ど）、 口唇部 に絡条体圧痕文を有する土器 （A地 区35な ど）、表面は無節絡条体 文で裏面には浅 く

条痕文 の施文される土器 （A地 区100な ど）、 表面は撚糸文で裏面 は浅い条痕文が施文される土

器 （A地 区81な ど）、 表面は斜縄文で裏面 は条痕文の施文 され る土器 （A地 区137な ど）もあ っ

た。無節斜縄文を地文 として浅い平行沈線文 による幾何学的文様を描 いた口縁 部片 （A地 区61．

62） も特徴 的な土器であ る。

縄 文前期後葉の浮島式系土器はB地 区か ら若干 出土 してい る （B地 区26．27）。 茨城県地方を

分布 の中心とする土器であ り、出土量は少 い ものの注目すべ き資料である。また、A地 区148は

類例 に乏 しく明確なことは言えないが、胎土 中に繊維 も含んでいないことなどか ら勘案 しても前

期の諸磯式期 に比定 され る土器で はないか と思われる。

弥 生式土 器はA地 区で若干 （151～155） とB地 区で1点 （28）出土 している。A地 区出土の

152は 竹管 状工具による交互刺突文が施 された もので、天王山式土器 と考え られる。白河市 の天

王山遺跡 出土土器を標式 とす るこの種の土器 は、福島県地方で は中通り地方を中心に多 く発 見さ

れてお り、本遺跡からの出土は興味深いものがある。

2． 出土石器 について

石器類では円礫を利用 した縄文時代の凹 石類の出土が多いが、旧石器時代の尖頭器なども出土

してお り、断続的に長期間 にわたる人間活 動を うかがい知 ることができる。

1は 柳葉形の尖頭器で 、旧石器時代終末 期の ものである。頁岩 を素材 と し優美 な石器であ る。

15．16．32は 石核であ る。 ローム層中の出土ではないので 、縄文時代の石鏃な どの剥片石器を

製作 す るための残核と考 えて おきたい。

なお、図示できなか ったが 、縦 形石匙 や石錐 も出土 している。
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凹石類 に関 しては、いずれ も安山岩製の円礫を利用 した ものである。凹 みやたたき痕のあ る礫

は石器 と して認定し得 るが、加工痕の認 め られない もの も多数 出土 している。 遺跡と下方 の河川

までの比 高差 は相当あ り、加工痕の認め られない礫 も何 らかの 目的で遺跡まで運ばれたもの と考

え られるが、石器としては扱かわなか った。 しか し、B地 区1号 土坑の ように多量の円礫 と共 に

炭化物 が出土 している遺構 もあり、検討 されなければならな いであろう。

3． 土 坑 に つ い て

A地 区か らは16基 、B地 区からは33基 の土坑が発 見されたが、両地区で は形態や分布状況等に

若干異な る点 もあり、地 区別 に特徴的な点を述べたいと思 う。

A地 区では、中央 に中世 の城館跡に関連 す ると思われる溝 が1条 走ってお り、 この溝の両側 か

ら発見 されている。 うち溝 の北側 にある13号 土坑 と南側 にある14～16号 土坑は集石土坑で、土坑

上面及び土坑中に円礫や角礫が埋積 されて いた。縄文式土器 などの出土 もな く、溝の南側 に延 び

る土畳 に沿って所在す るよ うな3基 の土坑 か らは、中世の遺構 に関連する性格 の ものと考え られ

る。

2号 ・4号 土坑 は底面 に ピッ トが穿 たれて いる楕円形の土坑で、近年注 目されている縄文時代

の落 と し穴 （陥穴）に類 似 している。 丘陵の尾根 上に設け られた狩猟用の落 と し穴 と考えて よい

と思わ れる。遺構か らの出土遺物はないが、縄文時代のものと 考えてよいので はなかろうか。7

号土坑 はやや浅いが、形態 的には類似す る遺構である。

土坑 というより竪穴状 遺構と称する方が適 当かと思われるのが9中 土坑であ る。竪穴式住居跡

とは言え ないが、埋積土 中には焼土 も発見 されており、時期 不明の住居的性格の遺構と言え る。

B地 区 は、丘陵尾根上 の鞍部付近のやや平坦部に位置 し、多数の土坑が確認 された。 しか し、

その うち20基 は深さが10～20cm程 度 と浅 く、楕円形に近 いものや不定形の土坑で、所属時期 も定

かでない。そうした中で 、注 目され るのが1号 土坑であるが 、 これについては後述することに し

たい。

また、8号 ・10号土坑 はA地 区で も発 見された落と し穴状の遺構に類似 してい る。 しか し、底

面 に ピッ トが穿たれてお らず、やや浅いことがA地 区の土坑 と異なり気になる ところである。

断面 が フラスコ状を呈す る土坑 も発見 され ている。7号 土坑で、底面の平面 形は径1，3mの 円

形であ る。底面には小 ピッ トも8個 穿 たれ ていたが、埋積土中か らの出土遺物 な どは確認で きな

かった。 フラスコ状 ピッ トは栃木県をは じめとする各地の遺跡で発見されているが、 縄文時代

中期 を中心 とする時期の遺跡に伴 っている例 が多いようであ る。本遺跡では、土坑 に伴わな いも

のの縄文時代早期末葉の土器が出土 してお り、土坑 もそのよ うな時期の所産 と考えられないわ け

ではな いが、早期の袋状 （フラスコ状）土坑 は、出土例 も少 い と思われるので 、結論を出す こと

は控えてお きたいと思 う。
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4．B地 区1号 土坑について

不定形 の大形土坑内の中央にある長径1．3mを 測る土坑で、炭化物や円礫 と共 に縄文式土器 （B

地区29～36） が出土 してい る。土器の器面 には縄文が施文 され、底部に近い破片である。土器は

尖底か と思われるが、明瞭ではない。胎土中 に繊維を含み 、早 期末葉の土器か と考え られ る。本

遺跡 では、同様の遺構 は他 に発見されてお らず、遺構の性格等 は不明である。
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Fig．3堰 ノ上遺跡A区 全体図
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Fig．4堰 ノ上A地 区2号 土坑 実測 図
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Fig．6堰 ノ上A地 区3号 土坑実 測図
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Fig．7堰 ノ 上A地 区4号 土坑 実測図
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Fig．10堰 ノ上A地 区7号 土坑 実測図
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Fig．11堰 ノ上A地 区9号 土坑実測図
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Fig．12堰 ノ上A地 区10号 土坑 実測図
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Fig．15堰 ノ上A地 区13号 土坑 実測図

Fig．16堰 ノ 上A地 区16号 実 測 図

Fig．17堰 ノ 上A地 区15号 実 測 図

Fig．18堰 ノ 上A地 区14号 土 坑 実 測 図
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Fig．20堰 ノ 上B地 区1号 土坑 実測図―41―
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Fig．22堰 ノ上B地 区7・8号 土 坑 実測 図
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Fig．26堰 ノ 上B地 区13号 土 坑 実 測 図
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Fig．29堰 ノ上B地 区5号 土坑実測図
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Fig．30堰 ノ上B地 区6・22土 坑 実 測 図
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Fig．31堰 ノ上B地 区21号 土坑実測図

Fig．32堰 ノ上B地 区20号 土坑実測図

Fig．33堰 ノ上B地 区23号 土 坑実測図 Fig．34堰 ノ上B地 区25号 土坑実測図
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Fig．43堰 ノ上A地 区出土石器実測図
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Fig．44
堰 ノ上A地 区

堰 ノ上B地 区
出土石器実測図
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Fig．45堰 ノ上A地 区出土土 器実測図１
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Fig．46堰 ノ上A地 区 出土器 実測図２
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Fig．47堰 ノ上A地 区出土器実測 図３
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Fig．48堰 ノ上A地 区出土 土器実測図４
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Fig．49堰 ノ上B地 区出土土器 堰 ノ上1号 土坑 出土 土器実測図
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図 版



図
版

一

堰 ノ 上遺跡A地 区全景東側 よ り

堰 ノ 上遺 跡A地 区全景
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図
版
二

堰 ノ 上遺跡 Ａ地区東側 全景

堰 ノ 上遺跡 Ａ地区 全景
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図
版
三

堰 ノ上遺跡A地 区 全景東側 より

堰 ノ上遺跡A地 区 全景
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図
版
四

堰 ノ上 遺跡A地 区1．2．3号 土 坑

堰 ノ上遺跡A地 区3・1号 土坑
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図
版
五

堰 ノ上遺跡A地 区3号 土坑

堰 ノ 上遺跡A地 区4号 土坑
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図
版
六

堰 ノ上遺跡A地 区5号 土坑

堰 ノ 上遺跡A地 区6号 土坑
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図

版
七

堰 ノ上遺 跡A地 区6号 土 坑

堰 ノ上遺跡A地 区7号 土坑
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図
版
八

堰 ノ上遺跡A地 区8．9号 土坑

堰 ノ上 遺跡A地 区10号 土坑
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図
版
九

堰 ノ 上遺跡A地 区11号 土 坑

堰 ノ 上遺跡A地 区13号 土坑
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図
版
十

堰 ノ 上遺跡A地 区16号 土坑

堰 ノ上遺跡A地 区溝跡断 面
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図
版
十

一

堰 ノ 上遺跡A地 区 溝跡

堰 ノ 上遺跡A地 区溝跡 中央部断面
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図
版
十
二

堰 ノ上遺跡A地 区溝跡 断面

堰 ノ 上遺跡A地 区溝跡 断面

―70―



図
版
十
三

堰 ノ上B地 区2号 土坑

堰 ノ上遺跡B地 区1号 土坑
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図
版
十
四

堰 ノ 上遺跡B地 区1号 土坑

堰 ノ上 遺跡B地 区6号 土坑 （右から）
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図
版
十
五

堰 ノ 上遺跡B地 区8．7号 土 坑

堰 ノ 上遺跡B地 区8号 土坑
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図
版
十
六

堰 ノ上遺跡B地 区9号 土坑

堰 ノ上遺跡B地 区10号 土坑
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図
版
十
七

堰 ノ上遺跡B地 区11号 土坑

堰 ノ上遺跡B地 区12号 土坑
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図
版
十
八

堰 ノ上遺跡B地 区13号 土坑

堰 ノ上遺跡B地 区14号 土坑
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図
版
十
九

堰 ノ上遺跡B地 区15号 土坑

堰 ノ上遺跡B地 区17号 土坑
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図
版
二
十

堰 ノ上遺跡B地 区18号 土坑

堰 ノ上 遺跡B地 区19号 土坑
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図
版
二
十

一

堰 ノ 上遺跡B地 区20号 土坑

堰 ノ 上遺 跡B地 区21号 土 坑
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図
版

二
十
二

堰 ノ上遺跡B地 区22号 土坑

堰 ノ 上遺跡B地 区23号 土坑
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図
版
二
十
三

堰 ノ上遺跡B地 区24号土 坑

堰 ノ 上遺跡B地 区25号土 坑
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図
版
二
十
四

堰 ノ 上遺跡B地 区27号 土坑

堰 ノ 上遺跡B地 区28号 土坑
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図
版
二
十
五

堰 ノ 上遺跡B地 区28号 土坑

堰 ノ 上遺 跡B地 区29号 土 坑
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図
版
二
十
六

堰ノ上遺跡B地 区30号 土坑

堰 ノ 上遺跡B地 区31号 土坑
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図
版
二
十
七

堰 ノ上遺跡B地 区33号 土坑

堰 ノ 上遺跡B地 区 （上か ら）12．33号 土坑
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図
版
二
十
八

堰 ノ上遺跡A地 区出土石器
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図
版
二
十
九

堰 ノ 上遺跡A地 区出 土土器
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図
版
三
十

堰 ノ上遺跡A地 区出土土器
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図
版
三
十

一

堰 ノ 上B地 区出土土器
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